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（
５
面
へ
続
く
）

市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１５

（
要
旨
を
掲
載
）

　
　

年
ほ
ど
前
、
沖
縄
県
宜
野
湾

１０
市
に
行
政
視
察
に
行
き
、
米
軍
基

地
普
天
間
飛
行
場
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「
米
軍
は
代
替
地
が

あ
れ
ば
い
つ
で
も
移
設
す
る
と
言

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
飛
行
場
は

民
有
地
で
、
地
権
者
は
飛
行
場
以

外
に
畑
地
等
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
借
地

料
は
年
間
反
当
た
り
３
０
０
万
円

く
ら
い
、
額
が
多
い
人
で
９
０
０

万
円
程
度
の
賃
料
を
も
ら
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
に
土
地
の
返
還
が

あ
っ
た
場
合
は
、
整
地
代
と
し
て

約
２
５
０
０
億
円
か
か
る
」
と
の

説
明
を
市
の
担
当
者
か
ら
受
け
ま

し
た
。
私
は
、
市
は
返
還
に
賛
成

し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
が
訪
れ
た
飛
行
場

の
移
設
先
と
思
わ
れ
る
名
護
市
辺

野
古
海
岸
に
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど

の
哺
乳
類
が
生
息
し
て
い
る
と
の

情
報
が
あ
り
、
膠
着
状
態
が
続
き

着
工
予
定
は
全
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

沖
縄
で
は
、
今
は
中
国
の
潜
水

艦
が
周
辺
に
出
没
す
る
な
ど
、
米

軍
が
い
な
か
っ
た
ら
再
び
戦
渦
に

巻
き
込
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

普
天
間
飛
行
場
移
駐
に

つ
い
て
は
、
民
主
党
政
権
に
な
っ

た
と
き
の
鳩
山
総
理
大
臣
の
約
束

が
二
転
三
転
を
し
て
、
現
状
の
野

田
政
権
で
は
辺
野
古
へ
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
経
過
が
大
き
な
問
題

の
要
因
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
全
国
の
耕
作
放
棄
地
を
あ

わ
せ
る
と
埼
玉
県
く
ら
い
の
大
き

さ
に
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本

人
は
田
畑
を
耕
さ
ず
、
農
作
物
を

大
量
に
輸
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の

国
の
貧
困
層
に
売
る
よ
り
、
日
本

に
輸
出
し
た
方
が
、
利
益
が
上
が

る
の
で
、
そ
の
国
の
人
々
が
飢
え

て
い
て
も
、
日
本
に
輸
出
し
て
い

る
国
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
の
約
９
億
２
５
０
０
万
人
、

つ
ま
り
、
７
・
６
人
に
一
人
が
飢

餓
に
苦
し
み
、
そ
の　

％
は
発
展

７５

途
上
国
の
農
民
で
す
。
日
本
が
耕

作
を
放
棄
し
、
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
こ
と
が
、
世
界
の
飢
餓
を
生
み

出
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
も
あ

る
と
い
う
自
覚
を
私
た
ち
は
持
つ

べ
き
で
あ
り
、
日
本
の
自
給
率
を

上
げ
る
政
策
の
必
要
性
を
感
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
各
自

治
体
の
自
給
率
を
上
げ
る
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
本
市

の
現
在
の
自
給
率
と
、
自
給
率
向

上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
市
の
自
給
率
の
デ
ー

タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成　

年
２２

の
米
の
収
穫
高
は
３
５
９
ト
ン
で
、

供
給
は
５
％
に
満
た
な
い
値
で
す
。

農
地
が
近
く
に
あ
る
と
い
う
本
市

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
、
農

業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

採
算
性
の
確
保
、
耕
作
放
棄
地
等

の
課
題
な
ど
を
し
っ
か
り
と
ら
え

た
政
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
３
月

の
中
学
校
給
食
の
あ
り
方
検
討
懇

話
会
の
提
言
を
受
け
て
、
庁
内
検

討
委
員
会
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
提
言
か
ら

１
年
が
た
ち
、
来
年
３
月
の
予
算

議
会
で
中
学
校
給
食
事
業
の
予
算

が
計
上
さ
れ
る
と
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
庁
内
検
討
委
員
会
は

い
つ
ご
ろ
ま
で
に
結
論
を
出
し
、

い
つ
か
ら
デ
リ
バ
リ
ー
ラ
ン
チ
方

式
に
よ
る
中
学
校
給
食
を
開
始
す

る
の
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

私
た
ち
公
明
党
市
議
団
と
し
て

は
、
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
自

校
方
式
や
セ
ン
タ
ー
方
式
は
現
在

の
市
財
政
を
考
え
る
と
非
現
実
的

で
あ
り
、
あ
り
方
検
討
懇
話
会
で

提
言
さ
れ
た
業
者
に
よ
る
デ
リ
バ

リ
ー
ラ
ン
チ
方
式
が
、
現
状
で
は

最
良
の
方
式
で
あ
る
と
判
断
を
し

て
い
ま
す
。

　

精
力
的
な
庁
内
検
討
会
の
開
催

を
求
め
る
と
と
も
に
、
早
期
に
実

施
要
綱
・
要
領
な
ど
を
策
定
し
、

一
日
も
早
い
事
業
実
施
を
求
め
ま

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
、
障

が
い
者
の
法
定
雇
用
率
を
公
的
機

関
で
２
・
１
％
、
民
間
企
業
で
１
・

８
％
以
上
と
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

公
的
機
関
で
は
雇
用
を
満
た
し
て

い
ま
す
が
、
民
間
企
業
で
は
大
変

低
調
で
法
定
雇
用
率
達
成
企
業
の

割
合
は
全
国
で　

％
、
神
奈
川
県

４５

で　

％
と
半
分
に
も
満
た
な
い
状

４２
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
は
、

雇
用
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
の
が
現

実
で
す
が
、
本
市
と
民
間
事
業
所

の
障
が
い
者
雇
用
状
況
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
が
い
者
雇

用
促
進
の
た
め
に
民
間
企
業
に
対

し
助
成
金
や
交
付
金
等
の
施
策
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え

す
。教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

庁
内
検
討
委
員
会
で

は
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

項
目
が
多
数
あ
る
の
で
、今
現
在
、

結
論
を
出
せ
る
時
期
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
せ
ん
。
庁
内
検
討
委
員

会
を
開
催
し
て
い
く
中
で
、
な
る

べ
く
早
い
時
期
に
検
討
結
果
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
内
の
年
間
自
殺
者
は　

年
連

１２

続
３
万
人
を
超
え
、
１
日
に
約　
８７

人
の
人
が
自
ら
の
命
を
断
っ
て
お

り
、
そ
の
内
う
つ
病
が
原
因
と
見

ら
れ
る
人
が
最
も
多
く
、
今
や
う

つ
病
対
策
は
喫
緊
の
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
の
回
復
と
対
策
は
、
本

人
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
周
囲
の
方
の
病
気
へ
の
正
し

い
理
解
や
適
切
な
支
援
が
必
要
に

な
っ
て
お
り
、
い
つ
で
も
気
軽
に

相
談
や
受
診
が
で
き
る
体
制
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
患
者
の　

％
以
上
が
不

９０

眠
症
に
か
か
っ
て
お
り
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
支
援
と
し
て
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
心
の
健
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安
斉　

昭
雄 
議
員
《
政
和
会
》

沖
縄
の
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題

市
長
の
考
え
を
問
う

池
田　

徳
晴 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

障
が
い
者
雇
用
の
実
態
と

雇
用
促
進
に
つ
い
て

ま
す
が
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

本
市
の
身
体
障
が

い
の
職
員
は　

名
で
法
定
雇
用
率

１０

の
２
・
１
％
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
障
が
い
者
枠
を
設

け
る
な
ど
障
が
い
者
雇
用
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

中
小
企
業
に

対
し
障
が
い
者
を
一
年
以
上
雇
用

す
る
事
業
所
に
報
奨
金
を
交
付
す

る
な
ど
障
が
い
者
雇
用
の
推
進
に

努
め
て
お
り
、
さ
ら
に
障
が
い
者

の
雇
用
安
定
と
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

市
内
事
業
所　

社
６６

の
う
ち　

社
が
障
が
い
者
の
雇
用

４８

履
歴
が
あ
り
ま
す
。
市
は
就
労
支

援
相
談
員
を
雇
用
し
事
業
所
訪
問

活
動
等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
民
間
業
者
と
契
約

し
、
公
共
工
事
の
発
注
や
業
務
委

託
、
物
品
購
入
な
ど
を
す
る
こ
と

が
公
契
約
で
す
。
市
民
の
納
め
た

税
金
を
使
っ
て
造
ら
れ
る
建
築
物

が
品
質
や
安
全
が
十
分
確
保
さ
れ

た
社
会
資
本
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

公
共
工
事
は
、地
域
住
民
の
生
活
、

福
祉
、
防
災
な
ど
に
寄
与
し
、
地

域
経
済
振
興
、
雇
用
創
出
に
役
立

つ
事
業
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

公
契
約
条
例
は
、
公
共
工
事
に
よ

っ
て
貧
困
な
建
設
労
働
者
を
生
み

出
さ
な
い
た
め
に
、
公
契
約
の
も

と
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
、
労
働

条
件
な
ど
の
最
低
規
制
を
行
う
も

の
で
す
。
ま
た
、公
契
約
条
例
は
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
受
注
防
止
、
公
共

工
事
で
の
高
い
品
質
の
確
保
等
を

目
的
と
し
、
こ
れ
は
地
域
住
民
の

利
益
と
も
一
致
し
ま
す
。
公
契
約

条
例
は
千
葉
県
野
田
市
が
２
０
０

９
年
に
初
め
て
制
定
し
て
以
来
、

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
県
内

で
は
川
崎
市
が
一
昨
年　

月
、
相

１２

模
原
市
が
昨
年　

月
に
条
例
制
定

１２

し
、
横
浜
市
、
藤
沢
市
、
厚
木
市

も
条
例
制
定
に
向
け
て
取
り
組
み
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・
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１０
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視
察
…
陸
上
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衛
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津
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屯
地

　
　
　

・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

１５

第
１
回
定
例
会

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
政
和
会
》

農
作
物
自
給
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
を
！

　

稲
垣　

敏
治 
議
員
《
公
明
党
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
己
診
断

「
心
の
健
康
診
断
」
導
入
を
！

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

公
契
約
条
例
の
制
定
を

上
沢　

本
尚 
議
員
《
公
明
党
》

中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
を
求
む

康
診
断
」
と
し
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
設
け
て
、
市
民
が

い
つ
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

を
利
用
し
て
自
己
診
断
で
き
る
支

援
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
市
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
当
に
う
つ
病
と
い
う

の
は
、
複
雑
化
し
高
度
化
し
て
い

る
社
会
の
中
で
、
だ
れ
も
が
ど
こ

で
病
む
か
わ
か
ら
な
い
リ
ス
ク
が

あ
る
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
細
や
か

な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

う
つ
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
で
は
な
く
、
う
つ
病
に
な
る
入

り
口
で
対
応
を
と
っ
て
い
く
こ
と

が
効
果
が
あ
り「
心
の
健
康
診
断
」

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。


